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令
和
七
年
、
乙
巳
の
歳
の
新
春
を
迎

え
、
ま
ず
も
っ
て
御
皇
室
の
益
々
の
弥
栄

と
、
県
内
各
神
社
の
御
社
頭
の
ご
隆
昌
、

そ
し
て
神
職
各
位
、
氏
子
の
皆
様
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
一
月
一
日
夕
刻
、
石
川
県
能
登
地

方
を
震
源
地
と
す
る
巨
大
地
震
、
そ
れ
に

伴
う
津
波
は
石
川
県
・
富
山
県
・
新
潟
県

等
に
死
者
四
百
人
以
上
、
重
軽
傷
者
千
七

百
人
以
上
、
家
屋
の
全
半
壊
二
万
三
千
棟

以
上
と
い
う
甚
大
な
災
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
当
岡
山
県
神
社
庁
に
お
い
て
は
、

県
内
神
社
関
係
者
の
方
々
に
義
捐
金
を
お

願
い
し
、
神
社
本
庁
を
通
じ
て
被
災
神
社

復
興
の
た
め
役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
復
旧
・
復
興
は

進
ん
で
お
ら
ず
、胸
の
痛
む
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
震
や
津
波
な
ど
の
大
き
な
災
害
も
然

る
事
な
が
ら
、
最
近
の
天
候
異
変
に
も
驚

か
さ
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。
昨
夏
の
暑

さ
と
き
た
ら
…
…
尋
常
な
暑
さ
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
十
月
を
過
ぎ
て

も
半
袖
で
居
る
こ
と
の
で
き
る
日
が
あ
り

一
体
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
と
考
え
て

し
ま
い
ま
す
。
気
象
庁
の
デ
ー
タ
に
よ
り

ま
す
と
、
日
本
の
平
均
気
温
の
基
準
値
か

ら
一
、
七
六
度
高
か
っ
た
そ
う
で
す
。
こ

ん
な
暑
い
夏
、
今
年
は
ゴ
メ
ン
で
す
。

　

昨
年
神
社
界
で
一
つ
の
節
目
が
あ
り
ま

し
た
。
神
宮
の
式
年
遷
宮
に
関
す
る
事
で

す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
次
回
第
六
十
三
回

神
宮
式
年
遷
宮
は
令
和
十
五
年
に
斎
行
さ

れ
ま
す
。
二
十
年
ご
と
に
繰
り
返
さ
れ

る
遷
宮
、
前
回
遷
宮
か
ら
十
二
年
が
経
過

し
、
も
う
次
回
遷
宮
の
準
備
が
始
ま
る
の

で
す
。
昨
年
四
月
八
日
、
準
備
を
進
め
る

た
め
の
天
皇
陛
下
の
許
可
「
御
聴
許
」
が

あ
り
ま
し
た
。
本
年
五
月
の
山
口
祭
を
皮

切
り
に
三
十
三
の
お
祭
り
と
行
事
が
執
り

行
わ
れ
ま
す
。
我
々
が
参
加
で
き
る
行
事

「
御
木
曳
」
も
前
回
の
例
か
ら
考
え
る
と

令
和
八
年
・
九
年
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
、こ
の
遷
宮
を
成
功
に
導
く
た
め
の「
募

金
」も
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

皆
様
に
ご
心
配
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
赤
誠
溢
る
る
気
持
ち
を
届
け

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
昨
年
十
一
月
十
三
日
の
協
議

員
会
で
岡
山
県
神
社
庁
規
則
施
行
細
則
全

文
変
更
案
が
承
認
さ
れ
、
即
日
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
の
第
七
条
で
庁
長
・
副

庁
長
・
神
職
理
事
の
定
年
が
規
定
さ
れ
ま

し
た
（
具
体
的
に
は
協
議
員
会
の
記
事
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）。
庁
報
百
三
十
三
号
に

私
の
庁
長
就
任
に
当
た
っ
て
の
方
針
の
一

つ
「
神
職
理
事
の
定
年
を
定
め
た
い
」
こ

と
を
書
い
て
い
ま
す
。
私
は
そ
の
検
討
を

総
務
委
員
会
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
総

務
委
員
会
委
員
諸
兄
は
こ
の
件
に
関
し
、

様
々
な
方
向
か
ら
議
論
し
検
討
を
重
ね
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
出
さ
れ
た
答
申
を
役

員
会
で
検
討
し
ま
し
た
が
、
役
員
が
出
し

た
質
問
・
意
見
は
全
て
総
務
委
員
会
が
検

討
し
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
答
申
を
こ
の

施
行
細
則
に
規
定
化
い
た
し
ま
し
た
。

　

人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
体
力
や
能
力
に
違
い

が
あ
り
、
年
齢
や
期
数
で
括
る
こ
と
が
必

ず
し
も
良
い
こ
と
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
長
く
続
け
る
こ
と
の
弊
害
、
加
齢
に

よ
る
衰
え
、
次
世
代
を
担
う
人
た
ち
へ
の

世
代
交
代
を
考
え
る
と
制
限
を
設
け
る
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

岡
山
県
神
社
庁
　
庁
長
　
　

岡
山
県
神
社
庁
　
庁
長
　
　

藤
　
山
　
知
之
進

藤
　
山
　
知
之
進

追
　
悼

�

岡
山
県
神
社
庁
庁
長　

藤
山
知
之
進

　

岡
山
県
神
社
総
代
会
会
長
中
島
博
氏
が
、

令
和
六
年
八
月
六
日
に
享
年
九
十
五
歳
に

て
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。

　

中
島
会
長
は
、
岡
山
大
学
法
文
学
部

卒
業
後
、
中
島
鋳
工
業
（
現
ナ
カ
シ
マ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
ナ
カ
シ
マ
プ
ロ
ペ

ラ
）
に
入
社
さ
れ
、
ご
尊
父
の
跡
を
継

ぎ
、
兄
弟
四
人
で
力
を
合
わ
せ
、
町
工

場
だ
っ
た
同
社
を
船
舶
用
プ
ロ
ペ
ラ
で

世
界
三
割
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
ト
ッ
プ
企
業

に
育
て
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
岡

山
県
神
社
総
代
会
に
お
い
て
は
、
平
成�

二
十
五
年
に
、
松
田
堯
前
会
長
の
後
を
受

け
て
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
県

内
約
一
万
二
千
人
の
総
代
を
ま
と
め
上
げ
ら

れ
、
八
十
歳
を
過
ぎ
て
も
会
議
、
会
合
に

積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
り
、
岡
山
の
神

社
界
の
発
展
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
敬
神
の
念
が
篤
く
、
岡
山
縣
護

國
神
社
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
責
任
役
員

と
し
て
も
ご
活
躍
さ
れ
る
傍
ら
、
ナ
カ
シ

マ
プ
ロ
ペ
ラ
の
社
員
の
方
々
に
よ
る
同
神

社
境
内
の
清
掃
美
化
活
動
を
長
年
に
わ
た

り
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

神
宮
の
式
年
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
た
後
の

十
年
間
と
い
う
難
し
い
時
期
に
会
長
を
務

め
ら
れ
、
次
の
遷
宮
に
向
け
て
基
礎
を
築

か
れ
て
い
た
矢
先
に
訃
報
に
接
し
、
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。
中
島
会
長
の
遺
志
を
継

ぎ
、
岡
山
県
の
神
社
の
発
展
と
令
和
十
五

年
に
迫
っ
た
式
年
遷
宮
の
完
遂
に
向
け
て

ご
遺
徳
を
継
承
す
る
所
存
で
す
。
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〇
議
案
第
一
号
　�
令
和
五
年
度
岡
山
県
神
社
庁
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
　

〇
議
案
第
二
号
　�
令
和
五
年
度
岡
山
県
神
社
庁
別
途
会
計
収
支
決
算

〇
議
案
第
三
号
　�

令
和
五
年
度
岡
山
県
神
社
庁
事
業
会
計
決
算

〇
議
案
第
四
号
　
岡
山
県
神
社
庁
財
産
目
録

〇
議
案
第
五
号
　
国
債
の
購
入
案

〇
議
案
第
六
号
　�

岡
山
県
神
社
庁
規
則
施
行
細
則
の
改
正
案

〇
議
案
第
七
号
　�

岡
山
県
神
社
庁
協
議
員
会
会
議
規
則
の
改
正
案

・�

議
案
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
た
。

・�

監
事
か
ら
役
員
報
酬
見
直
し
の
提
言
が
あ
り
、
今
後
の
財
務
委
員
会
並
び
に
役

員
会
で
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・�

議
案
第
五
号
は
、
複
数
の
協
議
員
か
ら
購
入
す
る
日
本
国
債
が
二
十
年
満
期
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
反
対
意
見
が
出
た
た
め
、
議
長
が
採
決
し
た
結
果
、
役
員
会

で
改
め
て
審
議
し
た
上
で
再
度
協
議
員
会
に
諮
る
こ
と
に
な
っ
た
。
別
室
に
て
臨
時

役
員
会
が
開
催
さ
れ
、
二
十
年
満
期
を
十
年
満
期
と
し
た
修
正
案
が
協
議
員
会
に

示
さ
れ
た
結
果
、
承
認
さ
れ
た
。

・�

議
案
第
六
号
は
、
藤
山
庁
長
の
方
針
を
も
と
に
総
務
委
員
会
・
役
員
会
で
審
議

さ
れ
た
も
の
が
上
程
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
議
案
第
七
号
も
原
案
通

り
承
認
さ
れ
た
。

（
そ
の
他
）

〇
本
庁
評
議
員
（
太
田
副
庁
長
）
か
ら

・�

芦
原
理
事
に
よ
る
代
表
役
員
の
地
位
確
認
請
求
訴
訟
最
高
裁
決
定
に
つ
い
て
、

内
容
説
明
が
あ
っ
た
。

〇
協
議
員
か
ら

・�

神
社
関
係
者
大
会
に
つ
い
て
、
可
能
で
あ
れ
ば
地
区
巡
回
で
の
開
催
や
被
表
彰

者
を
全
員
壇
上
に
案
内
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

議
　
事

補
　
足

令
和
六
年 

定
例
協
議
員
会 

報
告

令
和
六
年
十
一
月
十
三
日
（
水
）
午
後
一
時
三
十
分
　
於�

岡
山
県
神
社
庁
講
堂
　
出
席
協
議
員
　
二
十
九
名

議
案
第
六
号

岡
山
県
神
社
庁
規
則
施
行
細
則

の
改
正
案
（
抜
粋
）

第
七
条　

�

前
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
選
任
さ
れ
る
者
の

内
、
庁
長
・
副
庁
長
・
神

職
理
事
は
、
就
任
す
る
と

き
の
年
齢
が
満
七
十
四
才

以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
　

２　

�

庁
長
及
び
副
庁
長
は
、
そ

れ
ぞ
れ
二
期
ま
で
、
神
職

理
事
は
、
三
期
ま
で
就
任

で
き
る
。
た
だ
し
、
任
期

途
中
に
補
欠
就
任
し
た

と
き
は
、
期
数
に
含
め
な

い
。

（
中
略
）

　
　

附　

則

　

こ
の
施
行
細
則
の
改
正
は
令
和
六

年
十
一
月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

但
し
、
こ
の
施
行
細
則
の
改
正
の
時

に
既
に
庁
長
、
副
庁
長
、
神
職
理

事
に
就
任
し
て
い
る
者
の
就
任
期
数

は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
に
就
任
し

た
と
き
に
二
期
目
と
み
な
す
。

（
理
由
）

　

長
期
間
に
わ
た
り
役
員
に
就
任
す

る
弊
害
と
役
員
の
高
齢
化
を
予
防
す

る
た
め
に
、
役
員
に
就
任
す
る
者
の

資
格
と
し
て
年
齢
と
就
任
期
数
に
制

限
を
設
け
た
。

議案第五号　国債の購入案
（国債保有案）

名　称 金　額 満期 種類 金利 利回り 利子試算値 利回り試算値 償還年 令和5年度
利子

一般会計 27,845,091 0.10% 27,845 27,845 409 

基本財産
29,369 0.10%

2,063 
14,400,000 20年 日本国債 1.90% 1.645% 273,600 236,880 令和26年

運営資金会計
27,000,000 20年 日本国債 1.90% 1.645% 513,000 444,150 令和26年

605 10,000,000 普通預金 0.10% 10,000 10,000 
6,201,619 普通預金 0.10% 6,202 6,202 

退職給与積立金 11,993,771 普通預金 0.10% 11,994 11,994 144 
正副庁長退任慰労金積立金 2,568,039 普通預金 0.10% 2,568 2,568 24 
災害対策特別積立金 16,229,827 普通預金 0.10% 16,230 16,230 278 

次期遷宮積立金
3,983,933 普通預金 0.10% 3,984 3,984 

661 
35,000,000 3年 日本国債 0.50% 0.369% 175,000 129,045 令和9年

庁舎管理資金積立金
11,604,331 普通預金 0.10% 11,604 11,604 

736 20,000,000 10年 日本国債 1.10% 0.820% 220,000 164,000 令和16年
20,000,000 20年 日本国債 1.90% 1.645% 380,000 329,000 令和26年

合　計 206,855,980 1,652,027 1,393,502 4,920 
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令和5年度　岡山県神社庁

一般会計歳入歳出決算書
（令和5年7月1日～令和6年6月30日）

歳 入 の 部 （単位 ：円）
科　　　　　目 予　算　額 決　算　額 差　異

Ⅰ　�神 饌 及 幣 帛 料 750,000 765,600 △ 15,600 
１　 本 庁 幣 600,000 577,600 22,400 
２　 神 饌 及 初 穂 料 150,000 188,000 △ 38,000 

Ⅱ　�財 産 収 入 2,000 2,063 △ 63 
Ⅲ　�負 担 金 36,920,000 36,930,810 △ 10,810 

１　 神 社 負 担 金 25,844,000 25,854,670 △ 10,670 
２　 神 職 負 担 金 9,230,000 9,229,160 840 
３　 支 部 負 担 金 1,846,000 1,846,980 △ 980 

Ⅳ　�交 付 金 75,000,000 74,543,860 456,140 
１　 本 庁 交 付 金 1,500,000 1,118,200 381,800 
２　 神宮神徳宣揚費交付金 73,100,000 73,100,000 0 
３　 本 庁 補 助 金 400,000 325,660 74,340 

Ⅴ　�寄 付 金 10,000 100,000 △ 90,000 
Ⅵ　�諸 収 入 7,336,000 5,076,459 2,259,541 

１　 表 彰 金 65,000 62,500 2,500 
２　 預 金 利 子 1,000 409 591 
３　 申 請 料 ・ 任 命 料 2,000,000 1,671,000 329,000 
４　 会 費 4,970,000 2,872,500 2,097,500 
５　 雑 収 入 300,000 470,050 △ 170,050 

Ⅶ　�繰 入 金 1,300,000 1,270,000 30,000 
当 期 歳 入 合 計 121,318,000 118,688,792 2,629,208 

前 期 繰 越 金
28,169,593 

（29,242,207）
29,242,207 

△ 1,072,614 
（0）

歳 入 合 計
149,487,593 

（150,560,207）
147,930,999 

1,556,594 
（2,629,208）

歳 出 の 部 （単位 ：円）
科　　　　　目 予　算　額 決　算　額 差　異

Ⅰ　�幣 帛 料 2,190,000 2,110,500 79,500 
１　 本 庁 幣 2,090,000 2,065,500 24,500 
２　 神 社 庁 幣 100,000 45,000 55,000 

Ⅱ　�神 事 費 400,000 354,375 45,625 

Ⅲ　�事 務 局 費
33,178,000 

（33,328,000）
28,364,971 

4,813,029 
（4,963,029）

１　 表 彰 並 び に 儀 礼 費 1,500,000 821,501 678,499 
　⑴　 各 種 表 彰 費 500,000 511,808 △ 11,808 
　⑵　 慶 弔 費 1,000,000 309,693 690,307 
２　 会 議 費 200,000 66,424 133,576 
３　 役 員 関 係 費 1,400,000 1,400,000 0 
　⑴　 役 員 報 酬 1,280,000 1,280,000 0 
　⑵　 地 区 会 議 関 係 費 120,000 120,000 0 
４　 給料及び福利厚生費 18,228,000 17,375,773 852,227 
　⑴　 給 料 9,408,000 9,384,000 24,000 
　⑵　 諸 手 当 6,100,000 5,534,068 565,932 
　⑶　 各 種 保 険 料 2,600,000 2,306,332 293,668 
　⑷　 職 員 厚 生 費 120,000 151,373 △ 31,373 
５　 庁 費 6,800,000 5,188,626 1,611,374 
　⑴　 備 品 費 1,300,000 1,310,018 △ 10,018 
　⑵　 図 書 印 刷 費 750,000 254,201 495,799 
　⑶　 消 耗 品 費 1,400,000 1,138,826 261,174 
　⑷　 水 道 光 熱 費 1,350,000 1,298,277 51,723 
　⑸　 通 信 運 搬 費 1,000,000 827,735 172,265 
　⑹　 雑 費 1,000,000 359,569 640,431 
６　 交 際 費 1,100,000 845,776 254,224 
７　 旅 費 2,800,000 1,542,153 1,257,847 

８　 維 持 管 理 費
950,000 

（1,100,000）
959,718 

△ 9,718 
（140,282）

９　 法 務 対 策 費 200,000 165,000 35,000 

科　　　　　目 予　算　額 決　算　額 差　異

Ⅳ　�指 導 奨 励 費
15,104,000 

（15,204,000）
11,941,462 

3,162,538 
（3,262,538）

１　 教 化 事 業 費 6,243,000 5,480,560 762,440 
　⑴　 教 化 費 555,000 667,474 △ 112,474 
　⑵　 広 報 費 901,000 888,463 12,537 
　⑶　 事 業 費 1,774,000 1,606,137 167,863 
　⑷　 神 宮 奉 賛 費 838,000 721,023 116,977 
　⑸　 育 成 費 2,175,000 1,597,463 577,537 
２　 神 社 庁 研 修 所 費 5,000,000 3,569,761 1,430,239 
　⑴　 研 修 費 2,000,000 1,444,451 555,549 
　⑵　 講 習 会 費 3,000,000 2,125,310 874,690 
３　 祭 祀 研 究 費 1,420,000 641,111 778,889 

４　 各 種 補 助 金
2,441,000 

（2,541,000）
2,250,030 

190,970 
（290,970）

　⑴　 神 政 連 関 係 費 135,000 135,000 0 
　⑵　 神 青 協 補 助 金 450,000 450,000 0 
　⑶　 氏 青 協 補 助 金 90,000 90,000 0 
　⑷　 県 教 神 協 補 助 金 90,000 90,000 0 
　⑸　 女子神職会補助金 162,000 162,000 0 
　⑹　 県 敬 婦 連 補 助 金 117,000 117,000 0 
　⑺　 神 楽 部 補 助 金 90,000 90,000 0 
　⑻　 作 州 神 楽 補 助 金 27,000 27,000 0 
　⑼　 支部長懇話会補助金 150,000 150,000 0 
　⑽　 神宮大祭派遣補助金 30,000 30,000 0 
　⑾　 教 誨 師 関 係 費 350,000 259,030 90,970 
　⑿　 団 体 参 拝 補 助 金 200,000 0 200,000 
　⒀　 過疎地域神社活性化助成金 450,000 450,000 0 

　⒁　 地区大会等援助金
100,000 

（200,000）
200,000 

△ 100,000 
（0）

Ⅴ　�各 種 積 立 金 7,071,200 7,071,200 0 
１　 職員退職給与積立金 1,411,200 1,411,200 0 
２　 正副庁長退任慰労金積立金 160,000 160,000 0 
３　 庁舎管理資金積立金 2,500,000 2,500,000 0 
４　 次期式年遷宮準備金 2,000,000 2,000,000 0 
５　 災 害 見 舞 積 立 金 500,000 500,000 0 
６　 関 係 者 大 会 積 立 金 500,000 500,000 0 

Ⅵ　�神 社 関 係 者 大 会 費 600,000 970,728 △ 370,728 
Ⅶ　�負 担 金 24,635,600 24,232,938 402,662 

１　 本庁災害慰謝負担金 303,600 303,600 0 
２　 本 庁 負 担 金 6,072,000 6,072,000 0 
３　 本 庁 特 別 納 付 金 15,000,000 14,902,948 97,052 
４　 支 部 負 担 金 奨 励 費 2,960,000 2,954,390 5,610 
５　 負 担 金 特 別 対 策 費 300,000 0 300,000 

Ⅷ　�渉 外 費 620,000 401,000 219,000 
１　 友 好 団 体 関 係 費 370,000 222,550 147,450 
２　 時 局 対 策 費 100,000 66,000 34,000 
３　 同 和 対 策 費 150,000 112,450 37,550 

Ⅸ　�神宮神徳宣揚費交付金 39,000,000 38,160,000 840,000 
Ⅹ　�大 麻 頒 布 事 業 関 係 費 6,900,000 6,478,734 421,266 

１　 頒 布 事 務 費 650,000 491,854 158,146 
２　 頒 布 事 業 奨 励 費 6,250,000 5,986,880 263,120 

Ⅺ　�予 備 費
19,788,793 

（20,611,407）
0 

19,788,793 
（20,611,407）

当 期 歳 出 合 計
（149,487,593）
150,560,207 

120,085,908 
29,401,685 

（30,474,299）
次 期 繰 越 金 0 27,845,091 △ 27,845,091 

歳 出 合 計 149,487,593 
（150,560,207）

147,930,999 1,556,594 
（2,629,208）

注1　差異は、決算額が予算額に比し、超過した場合△で表示する。

歳入総額� 147,930,999円
歳出総額� 120,085,908円
差引残高� 27,845,091円

↓アミは納品用（別レイヤーにあり）今回で終わり次回から網なしでOK
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私
は
兵
庫
県
の
一
般
家
庭
で
生
ま
れ
育

ち
ま
し
た
。
小
学
生
の
頃
は
、
神
社
に
行

く
と
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
の
で
、

よ
く
一
人
で
氏
神
様
を
訪
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
古
墳
巡
り
が
趣
味
で
、
遺
跡

の
発
掘
現
場
で
開
か
れ
る
現
地
説
明
会
に

も
足
を
運
ん
で
お
り
ま
し
た
。
中
学
生
に

な
る
と
歴
史
と
神
社
の
結
び
つ
き
に
興
味

を
も
ち
、
自
由
研
究
で
は
地
元
の
神
社
の

境
内
に
あ
る
古
墳
を
調
査
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
経
験
を
通
じ
て
、
自
然
や
伝
統
に

対
す
る
畏
敬
の
念
が
育
ま
れ
た
の
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
就
職
し
、
結
婚
し
て
子
供
を

授
か
り
ま
し
た
。
息
子
を
自
然
豊
か
な
環

境
で
育
て
た
い
と
考
え
、
東
京
都
か
ら
岡

山
県
へ
移
住
す
る
決
断
を
し
ま
し
た
。
今

の
地
域
で
は
、
神
社
の
お
祭
り
に
参
加
す

る
機
会
が
多
く
、
子
供
の
頃
の
記
憶
が
よ

み
が
え
り
、
日
本
の
伝
統
や
神
道
の
教
え

を
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

都
会
で
は
薄
れ
が
ち
な
、
日
本
人
の
生
活

に
根
付
い
た
精
神
文
化
に
触
れ
る
中
で
、

「
も
っ
と
神
社
や
日
本
人
の
原
点
を
知
り

た
い
」と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
地
域
社
会
と
神
社
を
つ
な
ぐ
役

割
を
果
た
し
た
い
と
考
え
、
神
職
を
志
す

に
至
り
ま
し
た
。

　

神
職
に
な
る
と
決
意
し
、
家
族
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
喜
ん
で
応
援
し
て
く
れ
ま

和
氣
神
社
　
権
禰
宜
　

和
氣
神
社
　
権
禰
宜
　

��

安
　
達
　
俊
　
治

安
　
達
　
俊
　
治

私
が
神
職
に
な
っ
た
理
由

私
が
神
職
に
な
っ
た
理
由

し
た
。
し
か
し
、
四
十
九
歳
で
挑
戦
す
る

こ
と
、
家
族
と
離
れ
て
京
都
國
學
院
に
二

年
間
住
み
込
み
で
通
う
こ
と
、
そ
の
間
の

収
入
が
途
絶
え
る
こ
と
に
不
安
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
家
族
の
支
え
を
受
け
な

が
ら
、
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
は
、
参
拝
者
の
皆
様
に
「
お
参
り
し

て
良
か
っ
た
」「
心
が
晴
れ
や
か
に
な
っ

た
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
日
々

精
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

伝
統
を
守
り
、
神
道
の
教
え
を
通
じ
て

人
々
の
心
に
寄
り
添
い
、
日
本
人
の
精
神

文
化
を
大
切
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

神
職
と
し
て
の
道
を
歩
む
に
あ
た
り
、

和
氣
神
社
宮
司
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の

心
を
忘
れ
ず
、
地
域
や
参
拝
者
の
皆
様
の

幸
せ
を
祈
り
な
が
ら
、
一
層
努
力
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
家
で
は
な
い
私
が
ど
う
し
て
神
職
に

な
っ
た
の
か
、
教
化
に
役
立
て
た
い
と
の

こ
と
で
原
稿
を
書
く
よ
う
に
広
報
部
会
部

長
か
ら
態
々
直
々
に
ご
依
頼
が
あ
り
こ
の

度
筆
を
執
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

依
頼
状
を
見
る
と「
神
職
に
な
る
こ
と
は
、

神
道
に
相
当
感
化
さ
れ
て
い
ま
す
。」
と

あ
る
。

　

私
は
少
々
戸
惑
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
い

う
の
も
相
当
に
感
化
さ
れ
て
神
職
に
な
っ

た
訳
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

ご
く
一
般
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
私
は
、

社
家
で
は
な
い
し
先
祖
に
神
職
が
い
た
、

と
い
う
こ
と
で
も
な
さ
そ
う
だ
。し
か
し
、

祖
父
が
氏
神
様
の
総
代
を
務
め
、
更
に
は

旦
那
寺
に
も
相
当
な
寄
附
を
行
う
信
心
の

深
い
人
で
あ
っ
た
。
釣
鐘
の
奉
納
ま
で
行

う
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
こ
そ
相
当

に
信
仰
心
が
篤
く
徳
を
積
ん
で
い
た
と
今

に
な
っ
て
思
う
。

　

学
芸
員
に
な
り
た
い
と
思
い
、
東
京
の

大
学
の
史
学
科
を
主
と
し
て
受
験
し
た
。

名
前
も
知
ら
な
か
っ
た
皇
學
館
大
学
を
受

験
し
た
の
は
母
の
勧
め
も
あ
っ
た
か
ら

だ
。
如
何
な
る
神
の
お
計
ら
い
か
、
平
成

五
年
、
遷
宮
の
年
に
私
は
縁
あ
っ
て
人
口

十
万
の
伊
勢
へ
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。
東

京
と
は
全
然
違
う
田
舎
と
し
か
認
識
の
な

い
十
八
歳
の
青
年
に
は
島
流
し
に
で
も

あ
っ
た
か
の
よ
う
な
暗
澹
た
る
心
持
ち

だ
っ
た
。
し
か
し
、
伊
勢
の
地
が
私
を
形

吉
備
津
神
社
　
禰
宜
　

吉
備
津
神
社
　
禰
宜
　

��

上
　
西
　
謙
　
介

上
　
西
　
謙
　
介

　
一
般
の
家
庭
に
生
ま
れ
育
つ
中
で
、
ど
ん
な
体
験
が
あ
っ
て
神
職
に
な
ら

れ
た
の
か
、
神
職
に
な
る
と
決
意
す
る
に
至
っ
た
出
来
事
や
、
そ
の
時
の
気

持
ち
を
知
り
た
く
て
、
今
回
は
五
名
の
方
に
原
稿
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
神
職
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
神
道
に
相
当
感
化
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
体
験
が
各
神
社
に
て
行
う
教
化
活
動
の
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。
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成
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　

学
芸
員
講
座
は
人
気
が
高
く
学
内
選
抜

試
験
に
通
ら
ず
、
教
職
を
目
指
す
こ
と
と

な
っ
た
。
神
職
資
格
を
取
得
で
き
る
こ
と

を
知
り
、
興
味
か
ら
選
択
を
し
た
。
学
生

生
活
で
は
居
合
道
部
に
所
属
し
、
武
道
部

系
の
先
輩
に
誘
わ
れ
様
々
な
お
宮
で
神
社

奉
仕
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
大
学
三
回
生

の
時
に
は
、
と
あ
る
別
表
社
様
か
ら
奉
職

の
お
誘
い
を
い
た
だ
い
た
が
、
神
職
に
な

る
つ
も
り
は
な
く
有
り
難
く
も
遠
慮
し
、

教
職
を
目
指
し
た
。
教
育
実
習
で
は
そ
れ

ほ
ど
問
題
も
な
く
過
ご
せ
た
と
は
思
う

が
、
自
分
の
中
で
考
え
る
こ
と
も
あ
り
、

結
局
、
教
員
資
格
取
得
を
し
た
も
の
の
教

員
採
用
試
験
は
受
け
な
か
っ
た
。
学
芸
員

と
教
員
と
い
う
目
標
を
失
っ
た
私
は
自
分

を
見
つ
め
直
し
、
な
ぜ
学
芸
員
を
目
指
し

た
の
か
を
考
え
「
日
本
の
歴
史
と
伝
統
、

文
化
」
に
携
わ
り
た
い
の
だ
、
と
原
点
に

立
ち
返
っ
た
。
そ
こ
で
ハ
タ
と
気
付
い

た
！
「
神
社
こ
そ
歴
史
と
伝
統
と
文
化
の

ド
真
ん
中
で
は
な
い
か
！
」
と
。
氏
神
神

社
様
か
ら
の
お
誘
い
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ

も
お
断
り
申
し
上
げ
、
身
一
つ
で
奉
職
し

た
い
と
願
い
、
吉
備
津
神
社
様
と
御
縁
を

い
た
だ
き
現
在
に
至
る
の
で
あ
る
。

　

社
家
で
も
な
い
自
分
が
名
社
で
あ
る
吉

備
津
神
社
の
神
職
の
列
に
加
わ
る
こ
と
は

こ
の
上
な
い
幸
な
こ
と
で
あ
り
有
り
難
い

こ
と
。
ま
た
、
ど
こ
の
馬
の
骨
と
も
知
ら

ぬ
私
を
禰
宜
に
ま
で
し
て
く
だ
さ
っ
た
藤

井
宮
司
に
は
感
謝
の
言
葉
も
見
つ
か
り
ま

せ
ん
。

　

常
々
、
人
生
に
は
流
れ
が
あ
り
流
れ
に

逆
ら
う
と
濁
流
に
呑
み
込
ま
れ
、
流
れ
に

乗
る
と
自
分
の
力
で
は
辿
り
着
け
な
い
遠

く
へ
行
け
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。
神
の
道
は
人
生
の
流
れ
の
中
で

出
会
っ
た
道
で
す
が
、
祖
父
の
遺
徳
・
日

本
の
神
様
に
よ
り
私
は
生
か
さ
れ
活
か
さ

れ
て
い
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
光
景
が
あ

り
ま
す
。
大
学
生
時
分
、
夏
休
み
に
友
人

と
四
国
の
観
光
地
め
ぐ
り
を
し
て
い
た

際
、
香
川
県
定
番
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ

る
金
刀
比
羅
宮
へ
参
拝
し
ま
し
た
。
参
道

両
脇
に
立
ち
並
ぶ
お
土
産
屋
さ
ん
や
鬱
蒼

と
繁
る
荘
厳
な
杜
の
中
へ
と
続
く
八
百
段

近
い
階
段
を
登
り
切
り
、
よ
う
や
く
辿
り

着
い
た
拝
殿
。
そ
の
輪
奐
に
感
動
す
る
と

同
時
に
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、
そ

こ
と
祓
戸
と
を
結
ぶ
渡
り
廊
下
を
、
鮮
や

か
な
色
彩
の
狩
衣
を
ま
と
っ
た
神
職
さ
ん

が
悠
々
と
歩
ん
で
い
る
姿
。
そ
れ
を
目
に

し
た
瞬
間
に
、
な
り
た
い
職
業
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　

神
々
の
坐
す
鎮
守
の
杜
、
四
季
折
々
の

非
日
常
的
な
空
間
で
働
く
神
職
と
い
う
職

業
は
、
私
に
と
っ
て
は
「
格
好
い
い
仕

事
」
で
す
。
そ
れ
は
幼
い
子
供
た
ち
が
消

防
士
や
警
察
官
に
憧
れ
る
の
と
同
じ
感
覚

で
あ
り
、
社
家
で
な
い
私
が
神
職
を
志
し

た
理
由
を
伝
え
る
と
大
体
拍
子
抜
け
さ
れ

ま
す
。
伝
統
を
守
り
た
い
と
か
、
だ
れ
か

の
助
け
に
な
り
た
い
と
か
い
う
壮
大
な
志

も
な
く
、た
だ
た
だ
「
か
っ
こ
い
い
か
ら
」

と
い
う
理
由
で
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
業

界
に
飛
び
込
も
う
と
す
る
小
娘
を
両
親
は

大
変
心
配
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
か
ら
地
元
の
大
学
を
卒
業
し
た
後

に
皇
學
館
大
学
専
攻
科
へ
入
学
し
、
一
か

ら
神
道
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
が
、
そ
こ

に
は
今
ま
で
全
く
知
ら
な
か
っ
た
世
界
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
代
々
神
社

を
継
い
で
い
る
人
た
ち
に
出
会
い
、
そ
の

立
場
や
環
境
を
知
っ
て
い
く
中
で
、
社
家

に
生
ま
れ
た
が
故
の
喜
び
も
あ
り
つ
つ
艱

難
辛
苦
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
ま
た
私
に
と
っ
て
興
味
深
く
新
鮮
に

見
え
る
事
柄
が
、
た
と
え
同
年
代
で
あ
っ

て
も
彼
ら
に
と
っ
て
は
た
だ
の
日
常
で
あ

る
と
い
う
の
も
不
思
議
な
感
覚
で
あ
り
印

象
的
で
し
た
。

　

あ
の
時
の
神
職
さ
ん
が
社
家
の
方
だ
っ

た
の
か
否
か
知
る
由
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

装
束
を
ま
と
う
凛
と
し
た
姿
は
私
の
人
生

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
無
事

に
専
攻
科
を
修
了
し
晴
れ
て
神
職
と
な
る

こ
と
が
で
き
た
い
ま
、
奉
仕
す
る
ご
社
頭

で
は
、
何
事
も
い
つ
誰
の
琴
線
に
触
れ
る

か
わ
か
ら
な
い
と
意
識
し
な
が
ら
、
日
々

背
筋
を
の
ば
し
着
装
を
整
え
、
あ
の
日
憧

れ
た
「
か
っ
こ
い
い
神
職
」
に
少
し
で
も

近
づ
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

私
は
、
神
社
界
に
入
っ
て
か
ら
五
年
半

が
経
つ
。
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
新
し
く

学
ぶ
こ
と
が
沢
山
あ
り
毎
日
が
修
行
で
あ

る
。
今
年
の
誕
生
日
に
は
三
十
歳
を
迎
え

る
。
こ
れ
ま
で
の
自
分
が
い
か
に
無
知
で

生
き
て
き
た
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
が
、

そ
れ
に
気
づ
か
せ
て
も
ら
え
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
る
。
神
職
と
い
う
進
路
を
神
様

が
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　

私
は
平
成
七
年
一
月
十
九
日
の
生
ま
れ

で
あ
る
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
ち
ょ
う
ど

阿
智
神
社
　
権
禰
宜
　

阿
智
神
社
　
権
禰
宜
　

��
新
　
井
　
玲
　
奈

新
　
井
　
玲
　
奈

吉
備
津
神
社
　
権
禰
宜
　

吉
備
津
神
社
　
権
禰
宜
　

��

西
　
原
　
秀
　
行

西
　
原
　
秀
　
行
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二
日
後
に
生
ま
れ
、
こ
の
年
は
地
震
を
始

め
社
会
的
に
大
き
な
出
来
事
が
起
こ
っ
た

年
で
あ
る
。
私
の
生
ま
れ
は
愛
媛
県
で
あ

る
。
愛
媛
に
は
母
方
の
実
家
が
あ
り
、
旧

村
社
の
社
家
で
祖
母
と
叔
父
が
神
明
奉
仕

を
し
て
い
る
。
母
親
が
結
婚
す
る
と
き

に
実
家
を
出
た
た
め
、
私
は
外
孫
に
あ
た

る
。
私
の
実
家
は
一
般
家
庭
で
山
口
県
に

あ
る
。
私
は
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
山
口

で
育
つ
。
夏
休
み
や
冬
休
み
な
ど
は
愛
媛

に
帰
省
し
、
祭
り
の
様
子
を
朧
げ
な
が
ら

見
て
き
た
。

　

小
中
高
は
、
学
校
や
家
庭
で
の
問
題
等

様
々
な
困
難
が
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
は
苦

し
く
思
い
悩
み
、
誰
に
も
相
談
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
理
由
で
、
い

つ
も
ぼ
ん
や
り
と
過
ご
し
て
し
ま
い
、
将

来
の
夢
や
目
標
を
聞
か
れ
て
も
何
も
思
い

つ
か
ず
、
小
学
校
な
ど
で
出
さ
れ
る
作
文

や
、
中
高
の
進
路
希
望
で
は
何
を
記
入
す

れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
ず
、
と
り
あ
え
ず
周

囲
に
流
さ
れ
る
ま
ま
過
ご
し
た
。
考
え
る

心
の
余
裕
が
な
く
、
生
き
る
こ
と
に
精
一

杯
だ
っ
た
と
思
う
。
大
袈
裟
だ
と
は
思
う

が
。

　

そ
ん
な
時
は
、
よ
く
家
の
神
棚
に
対
し

て
や
、
近
く
の
神
社
ま
で
足
を
運
ん
だ
り

し
て
神
前
で
再
拝
二
拍
手
一
拝
に
て
拝
礼

を
し
た
。
心
を
無
に
し
て
拝
礼
す
る
こ
と

で
気
持
ち
が
軽
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

大
学
以
降
の
人
生
は
自
己
責
任
を
伴
う

こ
と
を
痛
感
し
た
。
自
分
の
そ
れ
ま
で
の

生
き
方
、
こ
れ
か
ら
の
不
安
に
よ
り
孤
独

感
を
感
じ
て
心
身
を
崩
し
た
こ
と
も
あ

る
。
や
は
り
、
そ
ん
な
苦
し
い
中
で
も
、

近
く
の
神
社
に
参
拝
す
る
と
気
持
ち
が
穏

や
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

自
分
な
り
に
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る
。

神
様
は
い
つ
も
見
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
。
あ
と
は
自
分
で
努
力
し
て
、
道
を
切

り
開
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
。
時
間
は
か
か
っ
て
も
、
周
り
に

遅
れ
て
も
自
分
の
環
境
に
感
謝
、
そ
の
心

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
紆
余

曲
折
あ
っ
た
が
、
神
様
に
守
っ
て
い
た
だ

い
て
、
こ
れ
ま
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
と
感

じ
る
。
ま
だ
ま
だ
修
行
中
で
あ
る
が
、
少

し
で
も
こ
の
世
の
中
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

　

私
が
高
校
生
の
頃
、
父
は
備
前
国
総
社

宮
の
宮
司
と
の
関
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

元
々
私
は
、
年
に
一
度
お
正
月
に
家
族

に
付
い
て
家
の
近
く
の
神
社
に
お
参
り
す

る
程
度
で
、
神
社
と
関
わ
る
機
会
は
あ
ま

り
な
く
、
興
味
や
知
識
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
の
頃
に
父
か
ら
備
前
国
総
社

宮
の
話
を
聞
く
よ
う
に
な
り
興
味
を
も
ち

始
め
、
父
に
付
い
て
神
社
に
お
参
り
し
、

境
内
の
掃
除
や
お
祭
り
の
手
伝
い
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
父
か
ら
宮
司
が
書
い
た
コ
ラ

ム
を
渡
さ
れ
、
読
ん
で
み
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
「
全
国
に
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
神
社
が

五
十
年
か
ら
百
年
の
う
ち
に
無
く
な
っ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
内
容
が

書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
読
ん
で
私

は
、
漠
然
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何
百
年
、

何
千
年
も
前
か
ら
、
時
代
が
い
く
ら
変

わ
っ
て
も
大
切
に
守
り
受
け
継
が
れ
て
い

る
神
社
が
無
く
な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な

い
こ
と
に
、
寂
し
さ
や
悲
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
自
分
に
な
に
か
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
、
貢
献
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
父
に
そ

の
こ
と
を
相
談
し
、
周
り
か
ら
後
押
し
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
宮
司
と
直
接
お
話
し

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
、
備

前
国
総
社
宮
に
奉
職
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

我
々
人
間
は
、
食
事
を
し
な
い
と
生
き

て
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
最
近
は
食
べ

物
を
食
べ
る
前
、
食
べ
終
わ
っ
た
後
「
い

た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」

を
言
え
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
気
が

し
ま
す
。
言
っ
て
は
い
て
も
心
で
は
思
っ

て
い
な
い
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
ど
こ

か
で
「
い
た
だ
き
ま
す
」
を
言
っ
て
い
る

人
に
対
し
て
、「
恥
ず
か
し
い
か
ら
や
め

て
」
と
言
わ
れ
た
な
ん
て
記
事
を
見
た
こ

と
が
あ
る
ほ
ど
で
す
。
日
常
に
慣
れ
て
し

ま
い
、
自
分
が
生
き
て
い
る
こ
と
が
当
た

り
前
、
食
べ
物
を
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
当

た
り
前
に
思
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

有
る
こ
と
が
難
し
い
「
有
り
難
い
」
と

い
う
感
謝
の
心
を
持
つ
人
が
増
え
る
こ
と

で
、
極
端
に
言
え
ば
こ
の
世
界
か
ら
戦
争

だ
っ
て
無
く
せ
る
は
ず
だ
と
思
い
ま
す
。

　

神
社
は
感
謝
す
る
場
所
で
す
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
多
く
の
人
た
ち
に
伝
え
、

神
社
を
守
り
繋
い
で
い
く
こ
と
が
、
神
職

と
し
て
神
様
か
ら
授
か
っ
た
お
役
目
だ
と

思
い
、
日
々
奉
仕
し
て
い
ま
す
。

備
前
国
総
社
宮
　
出
仕
　

備
前
国
総
社
宮
　
出
仕
　

��

長
　
㟢
　
遼
　
真

長
　
㟢
　
遼
　
真
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令
和
六
年
八
月
一
日
か
ら
三
日
の
二
泊

三
日
で
、「
第
二
十
七
回
岡
山
県
神
社
庁

こ
ど
も
伊
勢
ま
い
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
行
事
は
、
我
が
国
の
総
氏
神
で

あ
る
「
神
宮
」
の
参
拝
を
通
じ
て
、
地
域

の
氏
神
様
を
崇
め
る
心
や
祖
先
を
敬
う
心

を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
、
育
成
部
会
で

毎
年
計
画
し
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
従
来
の
県
内
宮
司
宛
へ
の
募
集

案
内
に
代
わ
り
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
参

加
を
募
る
と
い
う
形
で
行
い
ま
し
た
。
そ

の
成
果
も
あ
り
、
小
中
学
生
三
十
六
名
の

参
加
が
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
七
名
を
加
え
、

総
勢
四
十
三
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
日
は
県
北
か
ら
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
と
、
岡
山
駅
か
ら
の
大
型
バ
ス
が
山
陽

イ
ン
タ
ー
で
合
流
し
、
大
型
バ
ス
一
台
に

乗
り
換
え
て
伊
勢
に
向
か
っ
て
出
発
し
ま

し
た
。
初
め
は
緊
張
し
て
こ
わ
ば
っ
た
表

情
だ
っ
た
子
供
た
ち
も
、
信
楽
で
昼
食
を

食
べ
た
り
、
途
中
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で

班
の
顔
合
わ
せ
を
し
た
り
す
る
中
で
、
少

し
ず
つ
ほ
ぐ
れ
て
き
た
よ
う
で
し
た
。

　

最
初
の
目
的
地
で
あ
る「
せ
ん
ぐ
う
館
」

で
は
、
学
芸
員
の
方
が
丁
寧
に
説
明
し
て

く
だ
さ
り
、
子
供
た
ち
も
真
剣
に
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
ヒ
ノ
キ
の
木
材

に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
翌

日
の
神
宮
参
拝
の
期
待
感
に
つ
な
が
っ
た

と
思
い
ま
す
。
続
い
て
訪
れ
た
二
見
興
玉

神
社
で
は
手
水
の
仕
方
を
ス
タ
ッ
フ
か
ら

教
え
て
も
ら
い
、
自
由
参
拝
を
行
い
ま
し

た
。

　

宿
泊
先
の
神
宮
会
館
に
到
着
す
る
と
、

会
館
の
方
に
挨
拶
を
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
部

屋
に
荷
物
を
置
い
て
か
ら
食
堂
に
集
合
し

ま
し
た
。
引
率
の
ス
タ
ッ
フ
の
先
導
で
食

前
感
謝
を
行
い
、
食
べ
物
の
有
り
難
さ
を

感
じ
な
が
ら
美
味
し
い
食
事
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
会
館
の
会
議
室
に
移
り
、
班

ご
と
に
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。
な
る
べ

く
同
じ
学
校
の
子
供
た
ち
が
別
の
班
に
な

る
よ
う
班
分
け
を
し
て
い
た
た
め
、
知
り

合
い
同
士
で
固
ま
ら
ず
行
動
で
き
て
い
た

と
思
い
ま
す
。

　

二
日
目
は
、
ま
ず
バ

ス
で
外
宮
へ
向
か
い
ま

し
た
。
早
朝
の
凛
と
し

た
空
気
の
中
、
ス
タ
ッ

フ
の
代
表
と
児
童
の
代

表
二
名
に
合
わ
せ
て
御

垣
内
で
参
拝
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
出
迎

え
て
く
だ
さ
っ
た
神
宮

神
職
が
社
殿
や
御
祭
神

の
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
外
宮
の

御
祭
神
で
あ
る
豊
受
大
御
神
は
、
天
照
大

御
神
に
お
食
事
を
用
意
し
て
く
だ
さ
る
だ

け
で
は
な
く
、
一
緒
に
食
事
を
す
る
飯
友

と
し
て
天
照
大
御
神
に
こ
の
地
に
よ
ば
れ

た
と
い
う
お
話
は
、
子
供
た
ち
も
自
分
た

ち
に
置
き
換
え
て「
な
る
ほ
ど
、一
人
じ
ゃ

寂
し
い
も
ん
ね
。」
と
納
得
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
滅
多
に
見
る
機
会
の
な
い

日
別
朝
夕
大
御
饌
祭
を
行
う
神
職
の
方
々

が
参
進
さ
れ
る
様
子
を
拝
見
す
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

　

外
宮
か
ら
一
旦
神
宮
会
館
に
戻
り
、
朝

食
を
と
っ
て
内
宮
へ
向
か
い
ま
し
た
。
ま

ず
宇
治
橋
を
渡
り
五
十
鈴
川
で
手
水
を
行

い
、
御
正
宮
に
向
か
い
ま
し
た
。
御
垣
内

で
の
正
式
参
拝
に
続
い
て
神
楽
殿
で
御
神

楽
の
奉
納
が
あ
り
ま
し
た
。
氏
神
様
で
巫

　
　
　

　
　
　    

こ
ど
も
伊
勢
ま
い
り

こ
ど
も
伊
勢
ま
い
り

第
二
十
七
回

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　��

教
化
委
員
会
　
育
成
部
会
　
岡
　
本
　
綾
　
子

教
化
委
員
会
　
育
成
部
会
　
岡
　
本
　
綾
　
子
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女
舞
を
奉
納
し
て
い
る
子
供
も
い
て
、
舞

女
と
呼
ば
れ
る
舞
姫
の
舞
を
興
味
深
く
見

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
火
鑽
体
験
を
代

表
の
子
供
が
体
験
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

学
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
昔
な
が
ら
に

火
を
お
こ
す
大
変
さ
を
知
る
と
共
に
、
神

宮
で
は
こ
れ
を
毎
回
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

内
宮
で
も
神
宮
神
職
が
説
明
し
な
が
ら

一
緒
に
歩
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
他
の

神
社
に
は
あ
る
の
に
神
宮
に
な
い
も
の

は
、と
い
う
質
問
の
答
え
は
「
お
み
く
じ
」

で
し
た
。
神
宮
に
お
参
り
で
き
る
こ
と
こ

そ
が
大
吉
な
の
で
、
お
み
く
じ
は
必
要
な

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

参
拝
後
は
、
お
か
げ
横
丁
の
散
策
、
午

後
か
ら
の
鳥
羽
水
族
館
と
、
子
供
た
ち
は

す
っ
か
り
打
ち
解
け
た
様
子
で
写
真
を

撮
っ
た
り
、
お
土
産
を
買
っ
た
り
し
て
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

会
館
へ
帰
る
と
、
会
議
室
で
班
ご
と
に

神
宮
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
あ

た
り
、
ス
タ
ッ
フ
に
質
問
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
子
供
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

こ
と
や
考
え
て
も
ら
い
た
い
こ
と
な
ど
を

ス
タ
ッ
フ
そ
れ
ぞ
れ
が
丁
寧
に
伝
え
て
い

ま
し
た
。
こ
こ
に
、「
神
職
と
行
く
こ
ど

も
伊
勢
ま
い
り
」
の
意
義
が
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
心
に
も
き
っ
と
伝

わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

三
日
目
は
、神
宮
会
館
に
別
れ
を
告
げ
、

奈
良
県
に
向
か
っ
て
出
発
し
ま
し
た
。
こ

の
日
の
目
的
地
で
あ
る
春
日
大
社
で
も
、

案
内
の
神
職
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
境

内
を
歩
き
、
正
式
参
拝
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
奈
良
公
園
に

移
動
し
て
昼
食
を
と

り
、
鹿
と
た
わ
む
れ
た

後
、
帰
路
に
着
き
ま
し

た
。

　

昨
年
同
様
、
命
の
危

険
を
感
じ
る
ほ
ど
の
暑

さ
で
し
た
の
で
、
水
分

を
し
っ
か
り
摂
る
よ
う

に
と
の
声
か
け
や
、
バ

ス
を
降
り
る
た
び
に
塩

分
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
塩
飴

を
渡
す
な
ど
熱
中
症
対

策
に
万
全
の
体
制
で
臨

ん
だ
お
か
げ
で
、
皆
元

気
で
保
護
者
の
方
に
お

渡
し
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
来
年
も
こ
の

暑
さ
は
続
く
と
思
い
ま

す
。
引
き
続
き
十
分
な

対
策
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
熱
中
症
対
策
を
は

じ
め
、
改
善
す
べ
き
と

こ
ろ
や
反
省
点
を
来
年

度
に
つ
な
げ
て
い
き
、

よ
り
よ
い
形
で
こ
の
事

業
が
継
続
し
て
い
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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来
た
る
参
議
院
選
挙
に
向
け
て
、
全
国

統
一
候
補
と
し
て
の
推
薦
を
機
関
決
定
頂

き
ま
し
た
神
道
政
治
連
盟
は
じ
め
神
社
界

の
同
志
の
皆
様
に
は
、
い
つ
も
温
か
い
ご

指
導
と
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
育
て
頂
い
て
参
議
院
の
議
席
を
四
期

お
預
か
り
す
る
中
、
私
が
自
由
民
主
党
を

代
表
し
て
臨
ん
だ
本
会
議
場
で
の
国
会
質

問
や
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
中
継
の
あ
る
総
理
・

閣
僚
へ
の
論
戦
で
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う

な
テ
ー
マ
を
論
じ
て
参
り
ま
し
た
。

　

●�

万
世
一
系
の
皇
統
を
守
る
こ
と
の
価

値
と
、
皇
位
継
承
の
伝
統
を
堅
持
す

る
こ
と

　

●�

占
領
下
に
制
定
さ
れ
た
憲
法
の
問
題

点
と
具
体
的
改
正
案

　

●�

歴
代
総
理
の
歴
史
認
識
と
戦
没
者
追

悼
の
あ
る
べ
き
姿

　

●�

教
科
書
に
お
け
る
領
土
教
育
の
拡
充

　

●�

政
教
分
離
の
原
則
と
、
被
災
地
で
の

「
心
の
復
興
」
の
具
現
化

　

●�

敬
意
を
は
ら
う
べ
き
自
国
と
他
国
の

国
旗
掲
揚
の
国
際
マ
ナ
ー

　

●�

日
本
の
主
権
や
領
土
を
保
全
す
る
た

め
の
海
洋
安
全
保
障

　

●�

覇
権
を
狙
い
横
暴
を
繰
り
返
す
中
国

に
対
す
る
、
我
が
国
の
毅
然
と
し
た

主
張
・
反
論

　

●�

史
実
や
歴
史
的
根
拠
を
踏
ま
え
な
い

慰
安
婦
問
題
の
是
正
、
教
科
書
記
述

へ
の
牽
制

　

●�

国
力
の
基
盤
を
な
す
科
学
技
術
の
振

興
と
、
技
術
流
出
へ
の
対
応

　

●�
分
断
に
晒
さ
れ
る
沖
縄
に
留
意
し
、

日
本
と
沖
縄
双
方
を
慈
し
む
国
民
層

を
増
や
す
こ
と

　

等
で
す
。

　

国
民
生
活
の
安
全
、
国
旗
や
国
歌
、
国

土
や
領
海
の
保
全
、
日
本
の
国
柄
な
ど
、

様
々
な
分
野
の
政
治
課
題
を
取
り
上
げ
て

い
ま
す
が
、
常
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

「
国
家
」「
国
民
」と
い
う
日
本
全
体
に
と
っ

て
の
安
全
性
や
公
益
・
尊
厳
を
ど
う
確
保

し
、
具
現
化
す
る
か
、
と
い
う
視
点
で
す
。

「
国
会
議
員
が
国
家
観
を
持
つ
の
は
当
然

だ
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

残
念
な
が
ら
国
会
に
お
い
て
、
激
動
の
世

界
で
日
本
が
生
き
抜
く
国
家
戦
略
が
、
論

戦
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
訳
で
は
必
ず
し

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

事
実
、
戦
後
の
日
本
で
は
、
自
ら
の
生

存
と
暮
ら
し
の
土
台
と
な
る
国
の
安
全
や

国
土
の
保
全
に
つ
い
て
、
強
い
思
い
を
致

さ
ず
と
も
、
平
和
と
経
済
的
繁
栄•

国
際

的
地
位
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
と
て
も
幸
運
な
こ
と
で
し
た
。
し
か

し
、
日
本
を
と
り
ま
く
内
外
の
現
実
を
直

視
し
、
日
本
の
安
全
を
ど
う
創
り
固
め
な

す
か
を
「
国
家
」
と
い
う
視
点
で
真
面
目

に
論
じ
よ
う
と
し
た
だ
け
で
、
右
翼
や
タ

カ
派
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
時
代
が
長

く
続
い
た
弊
害
も
出
て
い
ま
す
。
自
分
達

の
安
全
確
保
の
方
策
を
ま
と
も
に
議
論
す

ら
で
き
な
い
と
し
た
ら
、
こ
れ
は
不
幸
な

こ
と
で
あ
り
、
随
分
危
険
な
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。

　

戦
争
の
反
動
で
大
き
く
揺
れ
た
戦
後
教

育
、
と
り
わ
け
近
現
代
史
、
ア
ジ
ア
の
歴

史
等
を
い
か
に
教
え
る
か
と
い
う
問
題

は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
に
お
け
る
右
・

左
双
方
に
と
っ
て
の
核
心
的
論
点
で
あ

り
、
教
育
現
場
に
お
い
て
は
、
先
生
方
が

こ
の
単
元
を
教
え
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、

思
想
的
対
立
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
風
潮

も
続
い
て
き
ま
し
た
。
ゆ
え
、
自
戒
の
念

を
含
め
ま
す
が
、
国
民
の
八
十
七
％
が
戦

後
派
世
代
と
な
っ
た
今
、
少
な
か
ら
ず
の

国
民
が
、
必
ず
し
も
近
現
代
史
へ
の
包
括

的
な
理
解
・
認
識
を
得
な
い
ま
ま
、
国
際

社
会
に
お
け
る
日
本
の
世
論
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
か
つ
て
日
本
と
米
国
が
戦
火
を

交
え
た
事
実
す
ら
、
知
ら
な
い
小
学
生
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
の
根
本
法
規
で
あ
る
憲
法
に
つ
い
て

も
、「
改
正
」
か
「
護
憲
」
か
の
固
定
的

な
攻
防
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
割
か
れ
て
き
た

一
方
、
日
本
を
取
り
巻
く
脅
威
に
つ
い
て

具
体
的
に
論
じ
る
風
土
が
醸
成
さ
れ
て
き

た
の
は
つ
い
最
近
の
こ
と
で
す
。
来
年
は

戦
後
八
十
年
の
節
目
を
迎
え
、「
自
主
憲

法
の
制
定
」
を
旗
印
に
自
由
民
主
党
が
結

党
し
て
七
十
年
と
な
り
ま
す
。

　

私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
は
、
先
人
が
織

り
な
し
て
き
た
時
間
軸
に
敬
意
を
払
い
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
や
レ
ッ
テ
ル
貼
り
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
国
家
や
国
民
性

を
自
ら
の
言
葉
で
真
摯
に
語
り
続
け
、「
日

本
応
援
団
」
の
共
感
や
世
論
を
、
丁
寧
に

紡
い
で
い
く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

国
家
を
丁
寧
に
語
る
た
め
に
は
、
自
ら

の
政
治
信
条
や
思
想
的
立
場
を
主
張
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
学
術
的
に
も
、
歴
史
の

評
価
に
も
耐
え
う
る
論
拠
を
生
み
出
す
探

究
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
地
に
足
を
つ
け
た

研
究
を
続
け
、
保
守
政
治
家
と
し
て
国
家

を
丁
寧
に
語
り
、
国
民
的
共
感
を
頂
け
る

言
動
を
重
ね
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
年
七
月
に
行
わ
れ
る
参
議
院　

比

例
代
表
（
全
国
区
）
選
挙
に
向
け
て
、

神
道
政
治
連
盟
は
有
村
治
子
さ
ん
を
全

国
統
一
候
補
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
を

機
関
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

参
議
院　

比
例
代
表
（
全
国
区
）
選

挙
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
四

十
七
都
道
府
県
に
お
住
ま
い
の
有
権
者

の
皆
様
に
、
候
補
者
個
人
名
で
投
票
頂

け
る
選
挙
制
度
で
す
。

「
国
家
」
を
丁
寧
に
語
り
、
行
動
し
た
い

「
国
家
」
を
丁
寧
に
語
り
、
行
動
し
た
い

参
議
院
議
員
　
比
例
代
表
（
全
国
区
）
選
出
　
　

神
道
政
治
連
盟
国
会
議
員
懇
談
会
　
副
幹
事
長
　

有あ
り

　
村む

ら

　
治は

る

　
子こ
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神
宮
大
麻
頒
布
優
良
支
部

岡
山
支
部

御
津
支
部

神
宮
大
麻
特
別
頒
布
優
良
奉
仕
者

岡
山
支
部

内
宮
宮
司

伏
見　
　

正

神
宮
大
麻
頒
布
優
良
奉
仕
者

神　　　職

岡
山
支
部

國
神
社
宮
司

大
守　
　

勉

岡
山
支
部

総
社
宮
宮
司

武
部　

一
宏

玉
島
浅
口
支
部

大
宮
神
社
宮
司

唐
川　

頌
三

邑
久
上
道
西
大
寺
支
部

窪
八
幡
宮
宮
司

本
間　

裕
康

井
笠
支
部

若
宮
神
社
禰
宜

渡
邉　

泰
年

川
上
支
部

清
實
八
幡
神
社
宮
司

三
宅　

基
文

新
見
支
部

岩
山
神
社
宮
司

小
倉　

貞
範

真
庭
支
部

八
幡
神
社
宮
司

中
田　

建
生

真
庭
支
部

八
幡
神
社
禰
宜

吉
岡　

寛
人

久
米
支
部

厨
神
社
宮
司

本
郷　

統
章

神職以外

井
笠
支
部

武
宮
神
社
責
任
役
員

笠
原　

誠
一

高
梁
支
部

阿
口
神
社
責
任
役
員

杉
井　

正
巳

新
見
支
部

足
立
神
社
責
任
役
員

西
田　
　

茂

美
作
支
部

勝
間
田
神
社
総
代

中
藤　

勝
信

神
宮
大
麻
関
係
表
彰
三
条
一
号
（
神
社
・
団
体
表
彰
）

倉
敷
都
窪
支
部

稲
荷
神
社

玉
島
浅
口
支
部

神
前
神
社

御
津
支
部

吉
備
津
彦
神
社

邑
久
上
道
西
大
寺
支
部

中
山
八
幡
宮

井
笠
支
部

武
宮
神
社

新
見
支
部

八
幡
神
社

真
庭
支
部

米
來
神
社

美
作
支
部

勝
間
田
神
社

神
宮
大
麻
関
係
表
彰
三
条
二
号
（
個
人
表
彰
）

倉
敷
都
窪
支
部

稲
荷
神
社
責
任
役
員

渡
辺　

志
郎

津
山
支
部

髙
野
神
社
総
代

小
林　

幹
夫

令和6年度令和6年度

神 宮 大 麻 頒 布 大 宮 司 表 彰神 宮 大 麻 頒 布 大 宮 司 表 彰
令和5年度令和5年度

県神社庁神宮大麻関係表彰県神社庁神宮大麻関係表彰

令
和
六
年
度
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭

令
和
六
年
度
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭

令
和
六
年
九
月
二
十
五
日
　
於

令
和
六
年
九
月
二
十
五
日
　
於  

岡
山
県
神
社
庁

岡
山
県
神
社
庁

神
宮
大
麻
関
係
表
彰
式
・
岡
山
県
神
社
庁
神
宮
大
麻
頒
布
推
進
会
議

神
宮
大
麻
関
係
表
彰
式
・
岡
山
県
神
社
庁
神
宮
大
麻
頒
布
推
進
会
議
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ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

�
令
和
六
年
八
月
六
日
〜
九
月
二
日

�

祭
祀
委
員
会
　
祭
祀
舞
部
会
、
雅
楽
部
会

�

令
和
六
年
九
月
十
七
、
十
八
日

　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
七
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
。
一
日
目
は
東
京
都
千
代
田
区
鎮

権
正
階
検
定
講
習
会

合
同
雅
楽
研
修
会

座
の
日
枝
神
社
に
て
正
式
参
拝
を
行
い
、

そ
の
後
中
秋
管
弦
祭
を
鑑
賞
し
た
。
神
前

に
て
奏
で
ま
つ
る
雅
楽
を
は
じ
め
舞
楽
、

神
楽
を
拝
観
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
の

技
に
磨
き
を
か
け
、
日
々
精
進
す
る
こ
と

を
誓
っ
た
。

　

二
日
目
は
根
津
神
社
に
て
正
式
参
拝
を

行
い
、
内
海
一
紀
名
誉
宮
司
の
お
話
を
拝

聴
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
金
王
八
幡
宮
に

参
拝
し
て
、
二
日
間
の
研
修
は
無
事
終
了

し
た
。

�

令
和
六
年
九
月
二
十
二
日

�

令
和
六
年
十
一
月
二
十
七
、
二
十
八
日

祭
式
研
修
会

第
七
十
回
伊
勢
神
宮
新
穀
感
謝
祭

�

令
和
六
年
十
二
月
七
日

　

今
回
も
講
師
に
、
し
め
縄
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
山
川
有
美
子
氏
を
お
迎
え
し
、
北
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
岡
山
市
北
区
谷
万
成
）

に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
で
三
回
目
と
な
る
が
、
毎
回
参
加

希
望
者
が
多
く
定
員
四
十
名
の
と
こ
ろ
約

百
名
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。
子
供
の
参

加
も
十
名
あ
り
賑
や
か
だ
っ
た
。
ま
た
当

日
は
、読
売
新
聞
が
取
材
に
訪
れ
て
い
た
。

し
め
縄
体
験
講
座

橿原神宮
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名

誉

宮

司

年 
月 
日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

氏
　
名

6
・
7
・
8

玉
野
市
胸
上

八
幡
宮

高
畠　

勝
仁

神

職

任

免

▲

就
任
発
令
の
部
▲

年 

月 

日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

本 

務 

職

氏
　
名

6
・
8
・
1

倉
敷
市
笹
沖

足
髙
神
社

禰
宜

井
上
奈
々
子

6
・
10
・
1

津
山
市
一
宮

中
山
神
社

禰
宜

湯
浅　

迪
彦

6
・
10
・
1

真
庭
市
禾
津

八
幡
神
社

禰
宜

中
田　

貴
義

6
・
10
・
4

津
山
市
上
之
町

大
隅
神
社

宮
司

石
田　

喜
子

6
・
11
・
12

新
見
市
神
郷
下
神
代

國
司
神
社

禰
宜

奈
須　

遼
渡

6
・
11
・
26

岡
山
市
北
区
田
原

田
原
八
幡
宮

宮
司

上
田　

和
正

6
・
11
・
30

真
庭
市
田
原

八
幡
神
社

宮
司

黒
田　

弘
美

▲

退
任
発
令
の
部
▲

年 

月 

日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

本 

務 

職

氏
　
名

6
・
7
・
31

倉
敷
市
笹
沖

足
髙
神
社

禰
宜

井
上　

直
亮

6
・
7
・
31

倉
敷
市
笹
沖

足
髙
神
社

権
禰
宜

井
上
奈
々
子

6
・
9
・
30

津
山
市
一
宮

中
山
神
社

権
禰
宜

湯
浅　

迪
彦

6
・
11
・
22

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
鹿
忍

鹿
忍
神
社

禰
宜

尾
崎　

正
明

神

職

帰

幽

年 

月 

日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

本
務
職

氏
　
名

現
身
分

享
年

6
・
7
・
10

瀬
戸
内
市
長
船
町
服
部

宇
佐
八
幡
宮

宮
司

大
西　

定
之

二
級

96

6
・
9
・
13

真
庭
市
田
原

八
幡
神
社

宮
司

黒
田　

公
宜

二
級

78

神
社
庁
辞
令

年 

月 

日

名
　
　
称

役
　
職

氏
　
名

6
・
7
・
12

雅
楽
講
師

講
師
補

新
井　

俊
亮

6
・
10
・
1

神
道
政
治
連
盟
青
年
隊

隊
長

平
野　

喜
隆

6
・
10
・
1

神
道
政
治
連
盟
県
本
部

理
事

平
野　

喜
隆

6
・
10
・
1

神
道
政
治
連
盟
県
本
部

代
議
員

平
野　

喜
隆

6
・
11
・
1

祭
祀
舞
講
師

講
師
補

岡
本　

綾
子

令
和
六
年
十
二
月
二
十
八
日
～

令
和
七
年
一
月
五
日
（
年
末
年
始
）

　
閉
庁
の
お
知
ら
せ



令和 7年 1月 1日 岡山県神社庁庁報 第 138 号� （14）

庁　　務　　日　　誌　　抄庁　　務　　日　　誌　　抄

７月
１日 月次祭

２日 権正階検定講習会講師会議

３日 神青協役員会・庁舎清掃奉仕

〃 役員会

４日 祭祀委員会祭祀舞部会

〃 祭祀委員会総会

８日 教化委員会育成部会

９日 神政連岡山県本部監査・役員会

10日 総務委員会（オンライン）

16日 総代会監査・役員会

17日 教化委員会育成部会

〃 教化委員会総会

19日 祭祀委員会祭儀部会

22日 岡山県神社総代会評議員会（グランヴィア岡山）

〃 教化委員会事業部会

23日 女子神職会

25日 財務委員会

29日 教化委員会育成部会

30日 神青協三役会

８月
１日 月次祭

〃 総務委員会（オンライン）

２日 神政連岡山県本部代議員会

５日 祭祀委員会祭祀舞部会

６日 権正階検定講習会（8/6 ～ 9/2）

21日 監査会

〃 教化委員会広報部会（いさお会館）

27日 役員会

29日 祭祀委員会雅楽部会（いさお会館）

〃 中国地区教化会議�1日目（山口県）※台風接近の為、11/11に変更

30日 中国地区教化会議�2日目（山口県）※台風接近の為、11/11に変更

９月
２日 階位検定委員会

３日 月次祭

〃 庁舎清掃

４日 教化委員会事業部会（船川八幡宮）

９日 祭祀委員会祭祀舞部会

10日 祭祀委員会祭儀部会

11日 全国神社総代会大会�1日目（高松）

12日 全国神社総代会大会�2日目（高松）

13日 祭祀委員会神道行法部会

19日 財務委員会

〃 教化委員会神宮奉賛部会

〃 総務委員会（オンライン）

22日 祭式研修会

25日 神宮大麻暦頒布始奉告祭

27日 教化委員会育成部会

10月
１日 月次祭

４日 祭祀委員会祭祀舞部会

９日 役員会

〃 身分選考表彰委員会

18日 神青協三役会

30日 消防点検

〃 教化委員会事業部会（藤田神社）

11月
１日 月次祭

７日 中国地区神社庁職員研修会�1日目（岡山）

８日 中国地区神社庁職員研修会�2日目（岡山）

11日 中国地区教化会議（リモート）

13日 協議員会

〃 関係者大会企画委員会

19日 神政連講演会

21日 祭祀委員会祭儀部会

〃 総務委員会

25日 祭祀委員会祭祀舞部会

〃 女子神職会

27日 神青協三役会

〃 祭祀委員会雅楽部会

〃 伊勢神宮新穀感謝祭団体参拝�1日目（伊勢）

28日 伊勢神宮新穀感謝祭団体参拝�2日目（伊勢）

〃 全国教化会議�1日目（東京）

29日 全国教化会議�2日目（東京）

令和６年７月１日～令和６年11月30日
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岡
山
県
神
社
庁
の
指
定
団
体
で
あ
り
ま

す
岡
山
県
神
道
青
年
協
議
会
は
四
十
五
歳

以
下
の
青
年
神
職
で
活
動
し
て
お
り
ま

す
。

　

当
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
神
宮
大
麻
頒

布
啓
発
活
動
と
し
て
、
県
神
社
庁
教
化
委

員
会
神
宮
奉
賛
部
会
の
ご
助
勢
の
も
と
、

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
年
末
に
街
頭
で
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配

り
や
呼
び
か
け
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

や
能
楽
堂
ホ
ー
ル
で
の
神
宮
写
真
展
の
開

催
、
ハ
ウ
ジ
ン
グ
モ
ー
ル
で
地
鎮
祭
を
通

し
た
神
棚
祭
祀
の
啓
発
活
動
等
、
若
者
だ

か
ら
こ
そ
の
視
点
と
持
ち
前
の
行
動
力
で

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
六
年
度
の
神
宮
大
麻
頒

布
啓
発
活
動
で
は
「
伊
勢
神
宮
と
お
ふ

だ
」
を
テ
ー
マ
に
短
歌
を
募
集
し
ま
す
。

短
歌
を
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
神
宮
大
麻

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
家
庭
で
神
棚
を
お

祀
り
す
る
大
切
さ
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
い
う
思
い
で
企
画
い
た
し
ま
し

た
。
募
集
し
た
短
歌
の
優
秀
作
品
は
県
内

主
要
神
社
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

昨
今
は
空
前
の
短
歌
ブ
ー
ム
も
あ
り
、

よ
り
多
く
の
氏
子
崇
敬
者
の
方
々
に
興
味

を
も
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
神
職
の
方
も
応
募
い
た
だ
け

ま
す
。
ぜ
ひ
、
各
神
社
で
ご
参
加
、
呼
び

か
け
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

神道青年全国協議会　創立七十五周年記念事業
竹島領土平安祈願祭

神宮大麻頒布啓発活動　神宮写真展
天神ナイン

神宮大麻頒布啓発活動　RSKハウジングモール
一般の方の装束着付け体験

青少年育成事業　井原市立県主小学校
神社について理解を深める出前授業

岡
山
県
神
道
青
年
協
議
会
　
会
長
　
湯
　
浅
　
迪
　
彦

岡
山
県
神
道
青
年
協
議
会
　
会
長
　
湯
　
浅
　
迪
　
彦

輝
く
若
い
力
！

輝
く
若
い
力
！

～
青
年
神
職
の
神
宮
大
麻
頒
布
啓
発
活
動
～

～
青
年
神
職
の
神
宮
大
麻
頒
布
啓
発
活
動
～
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庁
報
第
一
三
八
号
を
発
行

す
る
に
あ
た
り
、
原
稿
を
お

寄
せ
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
連
載
し
て
お
り
ま

す
「
小
林
や
す
ひ
こ
の
神
社

法
律
相
談
」
は
、
前
号
か
ら

の
続
き
で
「
政
教
分
離
の
原

則
（
二
）」
を
掲
載
す
る
予

定
で
し
た
。
さ
ら
に
「
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活

用
し
た
神
社
の
募
財
活
動

事
例
」
と
題
し
た
記
事
も
掲

載
す
る
予
定
で
し
た
。
内
容

は
実
際
に
活
用
し
た
神
社
の

宮
司
に
取
材
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
疑
問
点
を
絞
り
お
答

え
い
た
だ
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

形
式
の
記
事
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
回
は
紙
面
の
都
合
で

両
方
と
も
掲
載
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
小

林
や
す
ひ
こ
の
神
社
法
律
相

談
」
を
休
載
に
い
た
し
ま
し

た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

　

次
号
で
は
必
ず
両
方
と

も
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

�

広
報
部
長　

青
江

ああ  

とと  

がが  

きき

　

令
和
七
年
の
新
年
に
向
け
て
、
岡
山
県
内
の
神
社

に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
「
干
支
の
絵
馬
・
工
作
物
」
の

写
真
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

神
職
や
氏
子
の
中
で
素
人
が
手
作
り
し
た
も
の

に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
職
（
プ
ロ
）
が
制

作
し
た
も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
作
る
こ

と
に
な
っ
た
経
緯
や
苦
労
し
た
点
、
参
拝
者
の
反

応
、
神
社
名
と
制
作
者
は
神
職
か
氏
子
か
な
ど
簡

単
な
説
明
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
次
号
第
一
三
九�

号
に
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
応
募
資
格
は
基
本
的
に
神
職
の
み
と
い
た

し
ま
す
が
、
神
職
の
名
義
で
代
理
の
方
が
ご
応
募
い

た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。
ま
た
、
写
真
は
期
日
ま
で

に
必
ず
デ
ー
タ
で
後
述
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
等
か
ら
ご
送

付
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
、
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

【
応
募
締
切
日
】

【
送
り
先
ア
ド
レ
ス
】

干
支
の
絵
馬
・
工
作
物
の

写
真
を
募
集


